
皇
室
典
範
の
草
案
審
議
と
改
正
試
案

︱
︱
象
徴
天
皇
〝
高
齢
譲
位
〟
問
題
を
中
心
に
︱
︱所

功

は
じ
め
に

︱
︱
問
題
の
所
在
︱
︱

現
行
の
皇
室
典
範
は
︑
昭
和
二
十
二
年

(一
九
四
七
)
一
月
十
六
日
に
公
布
さ
れ
た
︒
そ
の
付
則
に
﹁
こ
の
法﹅

律﹅

は
︑
日
本
国
憲
法
施
行

の
日

(五
月
三
日
)
か
ら
︑
こ
れ
を
施
行
す
る
﹂
と
あ
り
︑
以
来
七
十
年
︑
一
度
も
改
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
︒

こ
れ
は
確
か
に
法
律
で
あ
る
︒
た
だ
︑
日
本
国
憲
法
の
第
一
章
﹁
天
皇
﹂
第
二
条
に
﹁
皇
位
は
︑
世
襲
の
も
の
で
あ
っ
て
︑
国﹅

会﹅

の﹅

議﹅

決﹅

し﹅

た﹅

皇﹅

室﹅

典﹅

範﹅

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑
こ
れ
を
継
承
す
る
﹂
と
特
記
さ
れ
る
︒
ま
た
名
称
も
明
治
二
十
二
年

(一
八
八
九
)
制
定
の
そ

れ

(帝
国
憲
法
と
並
ぶ
根
本
規
範
)
を
受
け
継
い
だ
格
別
な
法
律
と
み
な
さ
れ
て
い
る
︒

そ
の
草
案
は
︑
前
年

(昭
和
二
十
一
年
)
八
月
中
に
纏
め
ら
れ
︑
十
二
月
ま
で
に
審
議
を
終
え
て
い
る
の
で
︑
十
分
検
討
で
き
な
い
ま
ま
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結
論
を
急
い
だ
感
を
否
め
な
い
︒
ま
し
て
当
時
ほ
と
ん
ど
予
測
で
き
な
か
っ
た
変
化
が
︑
皇
室
に
お
い
て
も
一
般
社
会
で
も
生
じ
て
い
る
七

十
年
後
の
今
日
︑
主
要
な
規
定
が
現
実
と
齟
齬
を
き
た
し
︑
将
来
ま
す
ま
す
維
持
困
難
な
状
況
に
あ
る
︒

そ
こ
で
︑
十
余
年
前

(平
成
十
七
年
を
中
心
に
一
年
半
近
く
)︑
内
閣
に
﹁
皇
室
典
範
改
正
準
備
室
﹂
が
設
け
ら
れ
︑
多
様
な
資
料
を
収

集
し
て
検
討
を
加
え
︑
有
識
者
会
議
で
専
門
家
な
ど
か
ら
広
く
意
見
を
聴
き
︑﹁
報
告
書(1
)

﹂
を
纏
め
た
こ
と
が
あ
る
︒

そ
れ
は
当
時
︑
典
範
第
一
条
の
定
め
る
﹁
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
﹂
と
し
て
︑
四
十
五
歳
の
皇
太
子
殿
下
と
四
十
歳
に
な
る
秋
篠
宮

殿
下
よ
り
も
若
い
該
当
者
が
皆
無
で
あ
っ
た
︒
だ
か
ら
︑
そ
れ
を
改
正
し
て
︑
皇
族
女
子
の
皇
位
継
承

(女
性
天
皇
)
も
そ
の
子
孫
男
女
に

よ
る
皇
位
継
承

(女
系
天
皇
)
も
︑﹁
長
系
長
子
優
先
﹂
で
公
認
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
そ
の
法
案
は
︑
提
出
す

る
直
前
︑
秋
篠
宮
妃
殿
下
の
懐
妊
が
判
明
し
た
の
で
凍
結
さ
れ
︑
悠
仁
親
王
の
誕
生
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒

け
れ
ど
も
︑
そ
れ
で
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
順
調
に
推
移
す
れ
ば
︑
三
代
先
ま
で
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
は
可
能
と

な
ろ
う
︒
し
か
し
︑
そ
の
先
に
万
一
男
子
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
︑
皇
位
継
承
者
は
不
在
と
な
り
︑
憲
法
上
の
象
徴
世
襲
天
皇
制
度
は
︑
有
名

無
実
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
︒
ま
た
︑
現
在
七
名
お
ら
れ
る
皇
族
女
子
は
︑
一
般
男
子
と
結
婚
し
て
皇
籍
を
離
れ
た
ら
︑
そ
の
宮
家
す
ら
継

げ
る
者
が
な
く
な
り
︑
消
滅
し
て
し
ま
う
ほ
か
な
い
︒
従
っ
て
︑
当
面
こ
の
点
だ
け
で
も
早
急
に
改
正
す
る
必
要
が
あ
ろ
う(2
)

︒

と
こ
ろ
が
︑
そ
れ
以
上
に
重
大
な
喫
緊
の
課
題
を
︑
他
な
ら
ぬ
今
上
陛
下
み
ず
か
ら
提
起
さ
れ
た
︒
今
夏
平
成
二
十
八
年

(二
〇
一
六
)

七
月
十
三
日
︑
N
H
K
の
第
一
報
に
よ
り
知
ら
さ
れ
た
﹁
生
前
退
位
の
ご
意
向
﹂
で
あ
り
︑
八
月
八
日
︑
そ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
に
公
表
さ

れ
た
﹁
お
言
葉
﹂
で
あ
る(3
)

︒

い
わ
ゆ
る
生
前
退
位

(譲
位
)
は
︑
現
行
憲
法
が
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
し
か
し
︑
皇
室
典
範
に
は
終
身
在
位
の
規
定
し
か
な

い
か
ら
︑
直
ち
に
実
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
︒
で
は
︑
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
︒
ま
た
︑
そ
れ
に
続
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
︒
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
︑
ま
ず
現
行
典
範
の
草
案
審
議
か
ら
再
検
討
し
た
い
︒

24(427)



注
(1
)

平
成
十
七
年

(二
〇
〇
五
)
十
一
月
答
申
﹁
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
報
告
書
﹂
(本
文
二
〇
頁
︑
参
考
資
料
六
〇
頁
)︒
そ
の
本
文

は
拙
著
﹃
皇
位
継
承
の
あ
り
方

︱
︱
｢女
性
・
母
系
天
皇
﹂
は
可
能
か
︱
︱
﹄
(平
成
十
八
年
一
月
︑
P
H
P
新
書
)
に
付
載
し
た
︒

(2
)

拙
稿
﹁﹃
皇
室
典
範
﹄
の
問
題
点
と
改
正
へ
の
議
論
﹂
(﹃
産
大
法
学
﹄
第
四
五
巻
三
・
四
合
併
号
︑
平
成
二
十
四
年
一
月
)
は
︑
前
年
七
月
の
本

学
会
法
学
研
究
会
で
発
表
し
た
要
旨
︒
拙
著
﹃
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家

︱
︱
な
ぜ
皇
族
女
子
の
宮
家
が
必
要
か
︱
︱
﹄
(平
成
二
十
四
年
六
月
︑

勉
誠
出
版
)
な
ど
参
照
︒

(3
)

前
者
に
つ
い
て
は
︑
①
拙
稿
﹁
天
皇
陛
下
〝
生
前
退
位
〟
の
ご
意
向
と
実
現
へ
の
展
望
﹂
(﹁
n
i
p
p
o
n
.
c
o
m
﹂
八
月
五
日
掲
載
)︑
ま

た
後
者
に
つ
い
て
は
︑
②
拙
稿
﹁
〝
象
徴
と
し
て
の
お
務
め
に
つ
い
て
の
お
言
葉
〟
を
読
み
解
く
﹂
(n
i
p
p
o
n
.
c
o
m

九
月
一
日
掲
載
)

に
解
説
を
加
え
た
︒

第
一
節

皇
室
典
範
の
立
案
と
起
草

戦
後
の
皇
室
典
範
に
つ
い
て
は
︑
制
定
過
程
に
関
す
る
詳
細
な
資
料
集
成
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
精
緻
な
研
究
も
少
な
か
ら
ず
発
表

さ
れ
て
い
る(4
)

︒
本
稿
で
は
︑
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
︑
ま
ず
典
範
草
案
が
作
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
︑
つ
い
で
草
案
を
審
議
し

た
帝
国
議
会
に
お
け
る
主
要
な
論
点
の
う
ち
︑
特
に
〝
退
位
〟
問
題
の
論
議
を
検
討
す
る
︒

前
述
の
ご
と
く
︑
明
治
以
来
の

(旧
)
皇
室
典
範
は
︑
帝
国
憲
法
と
対
等
の
〝
皇
室
の
家
法
〟
と
し
て
制
定
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
戦
後
の

(新
)
皇
室
典
範
は
︑
昭
和
二
十
一
年
二
月
︑
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
原
則
に
基
づ
く
英
文
の
憲
法
草
案
を
日
本
政
府
に
提
示
し
た
G
H
Q
か
ら
︑
民

政
局
長
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
よ
り
﹁
皇
室
典
範
は
国
民
の
代
表
者
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
効
力
を
生
じ
な
い
も
の

(法
律
)
と
す
る
﹂

よ
う
命
じ
ら
れ
︑
結
局
四
月
六
日
︑
憲
法
草
案
の
第
二
条
に
﹁
国
会
の
制
定
す
る
皇
室
典
範
﹂
と
明
示
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る(5
)

︒

皇室典範の草案審議と改正試案
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そ
こ
で
︑
法
律
と
し
て
の
新
皇
室
典
範
は
︑
同
年
六
月
か
ら
﹁
臨
時
法
制
調
査
会
﹂
(会
長
吉
田
茂
総
理
大
臣
)
の
第
一
部
会

(部
会
長

金
森
徳
次
郎
国
務
大
臣
)
に
お
い
て
立
案
さ
れ
た
︒
そ
の
際
︑
㋐
﹁
女
帝
を
認
め
る
か
ど
う
か
﹂︑
ま
た
㋺
﹁
退
位
に
関
す
る
規
定
を
置
く

か
ど
う
か
︑
な
ど
が
主
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
︒

こ
の
う
ち
︑
㋐
に
関
し
て
は
︑
憲
法
案
の
第
二
条
で
﹁
皇
位
は
世
襲
﹂
と
す
る
こ
と
を
︑
第
十
四
条
で
定
め
る
〝
法
の
下
の
平
等
〟
に
対

す
る
例
外
を
な
す
も
の
と
み
な
し
た
上
で
︑﹁
歴
史
的
に
女
帝
の
例
は
あ
る
が
⁝
⁝
⁝
一
時
の
摂
位
に
過
ぎ
な
い
﹂
こ
と
︑
皇
位
継
承
資
格

を
有
す
る
者
は
﹁
国
民
の
一
部
﹂
と
み
ら
れ
る
か
ら
﹁
長
幼
・
男
女
の
区
別
を
設
け
て
も
不
合
理
で
は
な
い
﹂
こ
と
︑﹁
女
系
女
子
の
天
皇

は
現
在

(昭
和
二
十
一
年
当
時
)
の
国
民
感
情
に
必
ず
し
も
適
合
し
な
い
﹂
こ
と
︑﹁
日
本
に
皇
配

(プ
リ
ン
ス
・
コ
ン
ソ
ー
ト
)
族
と
呼

び
得
る
よ
う
な
特
殊
な
家
柄

(華
族
制
度
)
⁝
⁝
を
存
在
せ
し
め
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
﹂
こ
と
な
ど
を
主
な
理
由
に
し
て
︑﹁
女
帝
を

認
め
な
い
﹂
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る

(注
4
e
一
一
～
一
二
頁
)︒

し
か
し
︑
委
員
の
中
に
は
異
る
意
見
の
人
も
少
く
な
か
っ
た
︒
た
と
え
ば
︑
杉
村
章
三
郎
氏

(東
大
教
授
・
行
政
法
)
は
﹁
皇
位
継
承
は

現
行
法

(旧
典
範
)
の
如
く
直
系
・
男
系
・
長
子
・
嫡
出
子
主
義
に
従
ふ
﹂
と
し
て
も
︑﹁
配
偶
者
な
き
内
親
王
及
び
女
王
に
も
継
承
資
格

を
認
め
︑
内
親
王
の
順
位
は
皇
男
孫
の
後
と
し
︑
女
王
の
順
位
も
亦
そ
れ
に
準
ず
る
こ
と
﹂
に
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
︒
ま
た
宮
沢
俊
義
氏

(東
大
教
授
・
憲
法
学
)
は
﹁
皇
位
継
承
の
資
格
﹂
を
﹁
親
王
及
び
内
親
王
に
限
る
﹂
こ
と
で
﹁
女
帝
を
認
め
﹂﹁
一
般
男
子
が
皇
族
女
子
と

婚
姻
し
︑
そ
の
家
に
入
る
﹂
こ
と
も
﹁
皇
族
が
養
子
を
為
す
こ
と
﹂
も
認
め
て
よ
い
と
い
う

(注
4
a
七
二
～
三
・
七
六
頁
)

一
方
︑
㋺
に
関
し
て
は
︑﹁
退
位
を
認
め
る
と
︑
そ
れ
に
対
応
し
て
〝
不
就
任
の
自
由
ま
で
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
⁝
⁝
天
皇
制

の
存
立
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
﹂
か
ら
︑﹁
皇
位
継
承
の
原
因
は
天
皇
の
崩
御
の
み
に
限
る
こ
と
に
相
成
っ
た
﹂
と
説
明
し
て
い
る

(注
4
e
一
五
五
・
a
九
一
頁
)︒

し
か
し
︑
こ
れ
に
対
し
て
も
︑
委
員
の
中
か
ら
異
る
意
見
が
出
て
い
た
︒
た
と
え
ば
︑
杉
村
章
三
郎
委
員
は
﹁
天
皇
発
意
に
因
る
退
位
を
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認
め
る
こ
と
︒
但
し
こ
の
場
合
に
は
︑
国
務
大
臣

(内
閣
)
の
助
言
或
は
承
認
を
要
す
る
﹂﹁
退
位
後
の
天
皇
の
身
分
は
上
皇

(仮
称
)
と

し
︑
皇
族
の
一
員
と
な
る
が
︑
摂
政
の
資
格
な
き
も
の
と
す
る
﹂
案
を
示
し
て
い
る
︒
ま
た
宮
沢
俊
義
委
員
も
﹁
天
皇
は
そ
の
志
望
に
よ
り

国
会
の
承
認
を
経
て
退
位
す
る
を
認
め
る
﹂
案
を
出
し
て
い
る

(注
4
a
七
三
・
七
六
～
七
七
頁
)︒
さ
ら
に
﹁
法
制
局
事
務
官
A
﹂
も
︑

﹁
皇
室
会
議
の
同
意
﹂
を
条
件
と
し
て
﹁
皇
位
を
去
る
こ
と
を
認
め
る
﹂
案
を
述
べ
て
い
る

(注
4
e
一
四
頁
)︒

こ
う
し
て
八
月
中
に
纏
め
ら
れ
た
﹁
皇
室
典
範
要
領

(試
案
)﹂
を
み
る
と
︑
㋐
﹁
皇
位
は
︑
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
嫡
出
男
子
が
継
承

す
る
こ
と
と
し
︑
女
帝
・
女
系
及
び
庶
出
は
︑
こ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
﹂︑
ま
た
㋺
﹁
皇
位
継
承
の
原
因
は
崩
御
に
限
る
こ
と
﹂
と
な
っ
た

(注
4
a
八
一
～
八
三
頁
)︒
こ
れ
で
G
H
Q
と
交
渉
し
て
承
認
を
と
り
つ
け(6
)

︑
十
月
二
十
六
日
︑
吉
田
首
相

(臨
時
法
制
調
査
会
長
)
に
答

申
さ
れ
た
︒
そ
れ
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
﹁
皇
室
典
範
試
案
﹂
が
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る(7
)

(注
4
a
一
二
三
・
一
五
〇
頁
)︒

第
一
章

皇
位

(の
ち
﹁
皇
位
継
承
﹂
)

第
一
条

皇
位
は
︑
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
嫡
出
男
子

(の
ち
﹁
嫡
出
﹂
の
二
字
省
略
)
が
︑
こ
れ
を
継
承
す
る
︒

第
四
条

天
皇
が
崩
ず
る
と
き
は
︑
皇
嗣
が
直
ち
に
皇
位
を
継
承
す
る
︒

注
(4
)

お
も
な
資
料
集
成
と
参
考
文
献
を
抄
出
す
れ
ば
︑
左
の
通
り
で
あ
る
︒

a

芦
部
信
喜
・
高
見
勝
利
両
氏
編
﹃
皇
室
典
範
﹇
昭
和
二
十
二
年
﹈﹄
(平
成
二
年
九
月
︑
信
山
社
﹃
日
本
立
法
資
料
全
集
﹄
1
)︑
そ
の
第
一
部

は
高
見
氏
の
詳
細
な
解
説

(a
①
)

b

里
見
岸
雄
氏
﹃
憲
法
・
典
範
改
正
案
﹄
(昭
和
三
十
三
年
五
月
︑
錦
正
社
)

c

同
﹃
天
皇
法
の
研
究
﹄
(同
四
十
七
年
五
月
︑
錦
正
社
)

d

佐
藤
功
氏
﹁
皇
室
制
度
の
は
な
し

(1
～
8
・
完
)﹂
(昭
和
三
十
四
年
﹃
時
の
法
令
﹄
三
〇
一
～
三
〇
九
号
)
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e

高
尾
亮
一
氏
﹃
皇
室
典
範
の
制
定
経
過
﹄

(昭
和
三
十
七
年
三
月
︑
憲
法
調
査
会
)

f

皇
室
法
研
究
会
編
﹃
共
同
研
究

現
行
皇
室
法
の
批
判
的
研
究
﹄
(昭
和
六
十
二
年
十
二
月
︑
神
社
新
報
社
)︑
そ
の
後
篇
に
は
大
石
義
雄
氏

﹁
皇
室
祭
儀
と
憲
法
と
の
関
係

(f
①
)
と
葦
津
珍
彦
氏
﹁
皇
室
典
範
研
究
﹂
収
録

(f
②
)︒

g

横
田
耕
一
氏
﹁﹃
皇
室
典
範
﹄
私
注
﹂
(同
氏
・
江
橋
崇
氏
編
﹃
象
徴
天
皇
制
の
構
造
﹄
所
収
︑
平
成
二
年
五
月
︑
日
本
評
論
社
)

h

大
原
康
男
氏
﹃
詳
録
・
皇
室
を
め
ぐ
る
国
会
論
議
﹄
(平
成
九
年
︑
展
転
社
)

i

所

功
﹃
皇
位
継
承
』
(高
橋
紘
氏
と
の
共
著
︑
平
成
十
年
十
月
︑
文
春
新
書
1
)
／
j

(注
2
)
同
﹃
皇
位
継
承
の
あ
り
方
』
／
j

(注
2
)

同
﹃
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
』／
k
同
﹃
日
本
国
憲
法
﹁
天
皇
﹂
の
再
検
討
﹄
(同
二
十
五
年
十
一
月
︑
国
民
会
館
叢
書
)

l

園
部
逸
夫
氏
﹃
皇
室
法
概
論

︱
︱
皇
室
制
度
の
法
規
と
運
用
︱
︱
﹄
(平
成
十
四
年
四
月
︑
第
一
法
規
)／
m

同
﹃
皇
室
制
度
を
考
え
る
﹄

(同
十
九
年
九
月
︑
中
央
公
論
新
社
)

n

奥
平
康
弘
氏
﹃﹁
萬
世
一
系
﹂
の
研
究

︱
︱
｢皇
室
典
範
的
な
る
も
の
﹂
へ
の
視
座
﹄
(平
成
十
七
年
三
月
︑
岩
波
書
店
)

o

兵
藤
守
男
氏
﹁
皇
位
の
継
承
﹂
(新
潟
大
学
﹃
法
政
理
論
﹄
四
〇
巻
二
号
︑
平
成
十
九
年
十
二
月
)

p

笠
原
英
彦
氏
﹃
象
徴
天
皇
制
度
と
皇
位
継
承
﹄
(平
成
二
十
年
十
月
︑
ち
く
ま
新
書
)
／
q

同
﹁
皇
室
典
範
制
定
過
程
の
再
検
討

︱
︱
皇

位
継
承
制
度
を
中
心
に
︱
︱
﹂
(慶
応
大
学
法
学
会
﹃
法
学
研
究
﹄
一
八
三
巻
一
二
号
︑
平
成
二
十
二
年
十
二
月
)

(5
)

高
柳
賢
三
氏
他
編
﹃
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
Ⅰ

︱
︱
原
文
と
翻
訳
︱
︱
﹄
(昭
和
四
十
七
年
三
月
︑
有
斐
閣
)
三
九
五
頁
︒

な
お
︑
新
皇
室
典
範
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
︑﹁
帝
国
憲
法
改
正
草
案
枢
密
院
審
査
委
員
会
で
美
濃
部
達
吉
顧
問
官
が
﹁
皇
室
典
範
は
一
部
国
法

な
る
も
同
時
に
皇
室
内
部
の
法
﹂
だ
か
ら
﹁
天
皇
に
発
案
権
も
御
裁
可
権
も
な
い
こ
と
は
お
か
し
い
︒
普
通
の
法
律
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

天
皇
が
議
会
の
議
を
経
て
お
決
め
に
な
る
こ
と
に
せ
ぬ
と
困
る
﹂
と
述
べ
て
い
る

(村
川
一
郎
氏
編
﹃
帝
国
憲
法
改
正
案
議
事
録
﹄
六
一
頁
)︒
ま

た
臨
時
法
制
調
査
会
の
第
一
部
会
で
︑
萩
原
徹
幹
事
も
﹁
法
制
局
A
事
務
官
﹂
も
同
意
見
を
出
し
た
が
︑
通
ら
な
か
っ
た

(注
4
e
三
頁
)︒

(6
)

途
中
の
八
月
三
十
日
と
十
月
九
日
︑
法
制
局
第
一
部
長
の
井
手
成
三
氏

(略
称=

井
)
は
︑
G
H
Q
に
出
向
い
て
民
政
局
政
治
部
の
サ
イ
ラ

ス
・
ピ
ー
ク

(
C
y
ru
s
H
.
P
e
a
k
e︑
略
称=

P
)
と
会
談
し
た
際
︑
次
の
よ
う
な
問
答
を
交
わ
し
て
い
る

(注
4
a
一
五
七
～
八
・
一
六
一
頁
)

P

㈠
女
帝
ヲ
認
メ
ヌ
コ
ト
ハ
男
女
平
等
ノ
原
則
ニ
反
セ
ヌ
カ
︒

井

女
系
ヲ
認
メ
ヌ
以
上
︑
女
帝
ヲ
認
メ
テ
モ
一
時
的
ノ
摂
位
ニ
ス
ギ
ズ
︒
⁝
⁝
d
y
n
a
stic
(世
襲
)
ノ
意
ハ
日
本
古
来
ノ
歴
史
カ
ラ
見
テ
男
系

ト
考
ヘ
テ
ヲ
ル
︒
⁝
⁝
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P

日
本
ニ
モ
推
古
天
皇
ノ
如
ク
女
帝
ハ
ア
ッ
タ
︒
但
シ
女
系
ガ
ナ
カ
ッ
タ
コ
ト
ハ
承
認
ス
ル
︒
大
体
ソ
ノ
考
へ
方
ヲ
支
持
ス
ル
ガ
︑
継
承
権
ノ

範
囲
カ
ラ
全
然
女
子
ヲ
外
サ
ズ
範
囲
モ
定
メ
ズ
⁝
⁝
順
序
ヲ
書
イ
テ
後
ノ
順
位
ニ
女
子
ヲ
オ
イ
タ
ラ
ド
ウ
カ
︒
⁝
⁝
又
皇
族

(男
子
)
が
全
然

ナ
ク
ナ
ル
場
合
ナ
ド
承
継
セ
ザ
レ
バ
如
何
︒

井

女
帝
ヲ
認
メ
テ
モ
一
時
ノ
延
長
ト
ナ
リ
︑
ソ
ノ
後
継
ナ
キ
タ
メ
︑
大
シ
タ
効
果
ナ
シ
︒
ム
シ
ロ
皇
族
ノ
範
囲
ノ
減
少
ヲ
防
グ
措
置
ヲ
採
ル
ベ

キ
デ
ア
ラ
ウ
︒

P

㈡
天
皇
ノ
退
位
ヲ
認
メ
ヌ
理
由
︒

井

上
皇
制
度
ナ
ド
歴
史
的
ニ
モ
弊
害
ア
リ
︒
ム
シ
ロ
摂
政
制
度
ノ
活
用
ヲ
可
ト
ス
︒

P

退
位
ナ
サ
レ
ル
ト
︑
一
般
平
民
ニ
ナ
ラ
レ
ル
ト
シ
テ
︑
総
理
ニ
ナ
レ
ル
カ
︒

井

仮
ニ
退
位
サ
レ
ル
ト
ス
ル
ト
︑
皇
族
ト
ナ
ル
︒
皇
族
モ
総
理
ト
ナ
レ
ル

(但
シ
︑
被
選
挙
権
ガ
与
ヘ
ラ
レ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
)︒
⁝
⁝

こ
の
最
後
の
質
問
は
﹁
総
司
令
部
係
官
の
間
に
︑
天
皇
の
退
位
を
認
め
る
場
合
に
は
︑
野
心
的
な
天
皇
が
退
位
し
て
政
治
運
動
に
身
を
投
じ
︑

前
天
皇
と
し
て
の
有
利
な
地
位
を
利
用
し
て
︑
内
閣
総
理
大
臣
に
で
も
な
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
困
る
か
ら
︑
却
っ
て
退
位
を
認
め

な
い
方
が
よ
ろ
し
い
と
云
ふ
意
見
が
出
た
為
で
あ
る
﹂
と
い
う

(同
年
十
二
月
﹁
皇
室
典
範
案
に
関
す
る

(G
H
Q
と
の
)
交
渉
の
経
緯
﹂
注
4

a
一
七
九
頁
)︒

(7
)

但
し
︑
十
月
二
十
二
日
付
の
﹁
字
句
修
正
﹂
メ
モ
に
は
︑
㋐
に
つ
い
て
﹁
女
系
も
認
め
る
べ
き
で
あ
り
︑
又
女
天
皇
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
︒

︿
主
た
る
理
由
︑
(1
)
両
性
の
本
質
的
平
等
︑
(2
)
天
皇
に
実
権
な
く
︑
象
徴
に
す
ぎ
ぬ
た
め
︑
女
天
皇
で
も
不
都
合
な
し
︒
(3
)
皇
統
の
稀

薄
又
は
断
絶
を
避
け
る
︒
⁝
⁝
そ
の
順
序
は
︑
補
充
的
と
す
る
こ
と
を
妥
当
と
し
︑
又
︑
認
め
る
も
可
と
す
る
﹀﹂
と
あ
る

(注
4
a
一
一
八
頁
)︒

第
二
節

帝
国
議
会
で
の
﹁
退
位
﹂
論
議

こ
の
草
案
は
︑
十
一
月
三
日

(当
時
の
明
治
節
)
に
﹁
日
本
国
憲
法
﹂
が
公
布
さ
れ
た
後
︑
枢
密
院

(議
長

清
水
澄
氏
)
で
審
査
を
し

て
︑
同
二
十
二
日
︑﹁
概

お
お
む

ね
相
当
と
考
へ
⁝
⁝
帝
国
議
会
へ
提
出
す
る
﹂
こ
と
が
議
決
さ
れ
た(8
)

(注
4
a
三
二
頁
)︒
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そ
こ
で
︑
十
二
月
か
ら
の
議
会
審
議
に
先
立
ち
︑
法
制
局
が
﹃
皇
室
典
範
案
に
関
す
る
想
定
問
答
﹄
を
作
成
し
て
い
る
︒
そ
の
う
ち
︑
紙

幅
の
都
合
に
よ
り
︑
当
面
注
目
さ
れ
る
第
四
条
の
'
終
身
在
位
(
に
関
し
て
︑﹁
天
皇
生﹅

前﹅

の﹅

退﹅

位﹅

を
認
め
な
い
理
由
如
何
﹂
と
の
﹁
問
﹂

に
対
す
る
﹁
答
﹂
を
左
に
抄
出
す
る(9
)

(こ
れ
が
﹁
生
前
退
位
﹂
と
い
う
表
現
の
初
見
か
)︒

退
位
を
認
め
る
と
す
れ
ば
︑
歴
史
上
に
見
る
が
如
き
上
皇
・
法
皇
的
存
在
の
弊
を
醸
す
慮
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
︑
必
し
も
天
皇
の
自
由

意
志
に
基
か
ぬ
退
位
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
︒
又
︑
退
位
が
国
会
の
承
認
を
経
る
こ
と
に
し
て
も
︑
天
皇
の
地
位
に
あ
る

方
が
︑
そ
の
立
場
の
自
覚
を
欠
い
て
軽
々
に
退
位
を
発
意
さ
れ
得
る
こ
と
に
す
る
こ
と
も
︑
面
目
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
︒

要
す
る
に
︑
天
皇
の
地
位
を
政
争

(権
勢
の
争
)
や
恣
意
或
は
人
気
の
如
き
も
の
か
ら
超
越
し
た
も
の
と
し
て
純
粋
に
安
定
さ
せ
る
た

め
に
は
︑
退
位
の
制
を
認
め
な
い
こ
と
に
す
る
の
が
よ
い
と
考
へ
る
︒
天
皇
に
重
大
な
故
障
が
あ
る
と
い
ふ
場
合
に
は
︑
摂
政
を
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
凡
て
解
決
で
き
る
︒
(下
略
)

こ
の
﹁
想
定
問
答
﹂
は
︑
政
府
の
基
本
的
な
見
解
で
あ
る
︒
第
九
十
一
帝
国
議
会
に
お
け
る
﹁
皇
室
典
範
案
の
審
議
﹂
記
録
を
み
て
も
︑

金
森
大
臣
な
ど
︑
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
基
づ
き
答
弁
し
て
い
る

(公
布
後
の
国
会
答
弁
も
同
様
)︒
し
か
し
︑
そ
れ
に
対
し
て
︑
衆
議
院
で
も

貴
族
院
で
も
︑
少
な
か
ら
ず
異
論
が
出
さ
れ
た
︒
そ
の
う
ち
︑
紙
幅
の
都
合
で
﹁
退
位
﹂
関
係
の
主
要
な
意
見
の
み
を
紹
介
し
よ
う
︒

ま
ず
十
二
月
五
日
の
衆
議
院
に
お
け
る
第
一
読
会
で
は
︑
及
川
規
議
員
が
﹁
私
は
積
極
的
に
天
皇
の
絶
対
的
自
由
な
る
御
意
思
に
基
づ
く

御
退
位
⁝
⁝
を
実
行
せ
ら
れ
得
る
規
定
を
設
く
る
こ
と
が
︑
人
間
天
皇
の
真
の
姿
を
具
現
す
る
所
以
で
あ
る
と
確
信
す
る
⁝
⁝
積
極
的
に
真

に
国
民
の
象
徴
た
ら
ん
と
の
熱
意
を
も
っ
て
臨
ま
れ
る
天
皇
の
御
姿
こ
そ
は
︑
共
に
国
民
の
憧
れ
の
的
と
な
り
︑
心
の
繋
り
の
中
心
と
な
ら

れ
る
に
︑
ふ
さ
は
し
い
も
の
と
思
ふ
﹂
と
述
べ
て
い
る

(注
4
a
二
二
四
～
八
頁
)︒

ま
た
十
二
月
十
一
日
の
同
院
に
お
け
る
委
員
会
で
︑
松
本
七
郎
議
員
も
﹁
天
皇
の
自
発
的
意
思
に
基
づ
い
て
︑
し
か
も
そ
の
上
に
国
会
の

議
決
を
経
る
と
い
ふ
や
う
な
手
続
き
を
も
っ
て
︑
退
位
す
る
こ
と
を
認
め
る
⁝
⁝
一
定
の
手
続
き
を
経
て
国
民
の
承
認
し
得
る
退
位
の
途
を
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講
ず
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る

(注
4
a
三
一
八
頁
)︒

つ
い
で
十
二
月
十
六
日
︑
貴
族
院
に
お
け
る
第
一
読
会
で
は
︑
佐
々
木
惣
一
議
員

(京
大
名
誉
教
授
・
憲
法
学
)
が
前
掲
の
及
川
・
松
本

両
氏
と
異
る
理
由
を
あ
げ
︑
次
の
ご
と
く
論
じ
て
い
る

(注
4
a
三
九
五
～
六
頁
)︒

(天
皇
は
)
国
家
的
見
地
か
ら
み
た
国
家
の
要
求
に
依
っ
て
︑
さ
う
言
ふ
地
位
に
居
ら
る
る
の
で
あ
り
ま
す
︒
⁝
⁝
併
し
な
が
ら
天
皇

が
⁝
⁝
国
家
的
見
地
か
ら
︑
自
分
は
此
の
地
位
を
去
ら
れ
る
こ
と
が
良
い
と
お
考
に
な
る
こ
と
も
な
い
と
は
限
ら
ぬ
⁝
⁝
さ
う
云
ふ
御

希
望
で
あ
る
な
ら
ば
⁝
⁝
其
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
時
は
︑
天
皇
だ
け
で
な
く
⁝
⁝
或
一
定
の
機
関

(後
段
で
﹁
国
会
﹂
と
明
言
)
も
︑

そ
れ
が
国
家
の
為
に
な
る
か
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
を
判
断
し
⁝
⁝
(両
方
)
合
致
し
た
と
云
ふ
や
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
る
な
ら
ば

⁝
⁝
退
位
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
に
す
る
⁝
⁝
斯
う
云
ふ
風
な
構
想
は
︑
十
分
私
は
公
正
な
立
場
で
出
来
る
と
思
っ
て
居
る
の

で
あ
り
ま
す
︒

其
の
場
合
に
は
⁝
⁝
御
自
身
の
個
人
的
の
御
満
足
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
で
は
な
い
⁝
⁝
そ
れ
に
依
っ
て
国
家
の
行
く
べ
き
道
︑
又
国
民

が
自
己
を
律
す
べ
き
道
と
云
ふ
や
う
な
も
の
が
⁝
⁝
そ
こ
に
教
へ
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
て
⁝
⁝
即
ち
天
皇
の
御

退
位
と
云
ふ
こ
と
が
可
能
な
る
所
の
余
地
と
云
ふ
こ
と
を
定
め
て
置
く
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
︒

こ
の
よ
う
に
佐
々
木
氏
は
︑
天
皇
が
退
位
を
﹁
国
家
的
見
地
か
ら
﹂
考
え
て
申
し
出
ら
れ
︑
そ
れ
を
国
会
が
﹁
国
家
の
為
に
な
る
か
ど
う

か
﹂
判
断
し
て
︑
双
方
合
致
し
た
場
合
は
可
能
と
す
る
余
地
を
定
め
て
お
く
こ
と
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
﹁
国
家
の
行
く
べ
き
道
﹂
や
﹁
国
民
が

自
己
を
律
す
べ
き
道
﹂
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
︒
こ
れ
は
今
回
公
表
さ
れ
た
﹁
生
前
退
位
の
御
意
向
﹂
を
真
剣
に
受
け
と
め

る
政
府
・
国
会
お
よ
び
一
般
国
民
に
と
っ
て
︑
深
い
示
唆
に
と
む
提
言
と
い
え
よ
う
︒

さ
ら
に
同
日
︑
独
自
の
観
点
か
ら
典
範
草
案
に
﹁
天
皇
の
御
退
位
乃な

い

至し

御
譲
位
に
関
す
る
規
定
が
全
然
欠
け
て
居
る
こ
と
﹂
を
遺
憾
と
し

て
持
論
を
展
開
し
た
の
は
︑
南
原
繁
議
員

(東
大
総
長
・
政
治
学
)
で
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
三
つ
の
具
体
的
な
場
合
﹂
に
分
け
詳
し
く
述
べ
ら
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れ
て
い
る
の
で
︑
要
点
の
み
抄
出
し
よ
う

(注
4
a
四
〇
六
～
四
一
〇
頁
)︒

ま
ず
一
つ
は
﹁
此
の
案
⁝
⁝
も

(第
三
条
で
)
も
し
皇
嗣

(皇
太
子
・
皇
太
孫
)
た
る
方
が
精
神
又
は
不
治
の
重
患
が
あ
ら
れ
る
場
合
に

は
︑
皇
位
の

(順
位
)
変
更
を
規
定
し
て
居
る
﹂
の
だ
か
ら
︑﹁
天
皇
が
⁝
⁝
不
治
の
重
患
と
認
定
せ
ら
れ
る
場
合
⁝
⁝
其
の
地
位
に
終
生

お
留
め
申
す
と
云
ふ
こ
と
は
⁝
⁝
不
自
然
的
・
不
合
理
で
あ
り
︑
其
の
御
在
位
の
間
を
摂
政
に
依
っ
て
国
事
を
行
は
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
と

は
⁝
⁝
法
律
の
擬
制
︑
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
外
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
︒

も
う
一
つ
は
﹁
天
皇
が
止
み
難
き
理
由
か
ら
︑
最
早
天
皇
と
し
て
の
責
任
に
終
生
耐
へ
給
は
ず
し
て
︑
そ
れ
か
ら
の
自
由
を
求
め
給
ふ
場

合
に
︑
尚
且
そ
の
途
が
全
然
閉
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
⁝
⁝
新
憲
法
に
よ
り
人
間
天
皇
と
し
て
⁝
⁝
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
欠
く
る
﹂

こ
と
に
な
る
と
い
う
︒

い
ま
一
つ
は
︑﹁
御
譲
位
の
意
図
が
外
な
ら
ぬ
天
皇
御
自
身
の
道
徳
的
意
思
に
基
く
場
合
⁝
⁝
そ
れ
が
⁝
⁝
国
家
公
共
の
為
に
重
大
な
る

関
連
の
中
に
あ
る
時
⁝
⁝
譲
位
の
途
が
開
い
て
居
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
⁝
⁝
国
民
道
徳
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
﹂
と
い
う
︒

こ
れ
ら
三
点
を
あ
げ
た
上
で
︑
南
原
議
員
は
﹁
将
来
陛
下
が
左
様
な

(退
位
の
)
御
意
思
を
表
明
せ
る
場
合
⁝
⁝
非﹅

常﹅

特﹅

別﹅

の﹅

立﹅

法﹅

措﹅

置﹅

を
講
ず
る
御
用
意
が
あ
る
か
﹂
と
政
府
に
問
う
て
い
る
︒

そ
れ
に
対
し
て
︑
ま
ず
幣
原
喜
重
郎
国
務
大
臣
は
﹁
天
皇
が
斯
う
云
ふ
場
合
に
は
御
退
位
が
出
来
る
⁝
⁝
と
云
ふ
規
定
を
設
け
る
こ
と
︑

そ
れ
自
体
⁝
⁝
甚
だ
好
ま
し
い
か
ら
ざ
る
混
乱
の
事
故
を
生
じ
や
し
な
い
か
﹂
と
懸
念
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
︒
ま
た
金
森
徳
次
郎
大
臣
も

﹁
国
民
は
矢
張
り
御
退
位
を
予
想
す
る
や
う
な
規
定
を
設
け
な
い
こ
と
に
賛
成
を
せ
ら
れ
る
⁝
⁝
と
云
ふ
前
提
の
下
に
皇
室
典
範
の
起
草
を

致
し
た
﹂
か
ら
︑﹁
非
常
特
別
の
立
場
の
⁝
⁝
如
き
こ
と
を
考
へ
て
居
り
ま
せ
ぬ
﹂
と
い
う
に
止
ま
り
︑
正
面
か
ら
答
え
て
い
な
い
︒

こ
の
よ
う
に
佐
々
木
・
南
原
両
議
員
ら
の
問
題
提
起
は
︑
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒
そ
れ
は
当
時
︑
昭
和
天
皇
の
退
位
論
議
が

戦
争
責
任
と
絡
ま
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
︑
そ
の
一
件
は
昭
和
二
十
七
年

(一
九
三
二
)
の
講
和
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独
立
段
階
で
決
着
し
て
い
る(10
)

︒

し
か
し
な
が
ら
︑
こ
の
終
身
在
位
を
規
定
す
る
第
四
条
を
含
め
て
︑
皇
室
典
範
の
本
格
的
な
見
直
し
は
︑
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
ま
ま
︑

昭
和
か
ら
平
成
へ
の
代
替
り
が
行
わ
れ
︑
す
で
に
三
十
年
近
く
経
た
今
日
を
迎
え
て
い
る
︒

注
(8
)

こ
の
間
の
十
一
月
十
八
日
︑
三
笠
宮
崇
仁
親
王

(三
十
一
歳
)
は
︑
枢
密
院
書
記
官
長
あ
て
に
﹁
新
憲
法
と
皇
室
典
範
改
正
案
要
綱

(案
)﹂
と

題
す
る
文
書
を
送
ら
れ
た

(謄
写
版
︑
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
﹁
皇
室
関
係
資
料
文
庫
﹂
に
複
写
所
蔵
)︒
そ
の
中
で
﹁
イ

女
帝
の
問
題
︑
ロ

庶

子
の
問
題
︑
ハ

譲
位
の
問
題
﹂
な
ど
を
と
り
あ
げ
︑
ア
は
将
来
的
に
容
認
す
る
︑
ロ
は
道
徳
的
に
否
定
す
る
︑
ハ
に
つ
い
て
は
﹁
拒
否
権
す
ら

な
い
天
皇
に
更
に
〝
死
〟
以
外
に
譲
位
の
道
を
開
か
な
い
こ
と
は
︑
新
憲
法
第
十
八
条
の
〝
何
人
も
︑
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
を
受
け
な
い
〟
と

い
ふ
精
神
に
反
し
は
し
な
い
か
﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
︒

(9
)

注
4
a
一
八
六
～
二
一
七
頁
に
全
文
掲
載
︒
拙
著
﹃
近
現
代
の
﹁
女
性
天
皇
﹂
論
﹄
(平
成
十
三
年
十
一
月
︑
展
職
社
)
に
も
付
載
し
た
︒
引
用

の
下
略
部
分

(注
4
a
一
九
五
頁
下
段
)
に
︑
注
6
末
尾
の
G
H
Q
が
示
し
た
意
見

(杞
憂
)
を
利
用
し
て
︑﹁
将
来
野
心
の
あ
る
天
皇
が
現
は
れ

て
︑
退
位
し
て
後
︑
例
へ
ば
内
閣
総
理
大
臣
と
な
り
政
治
上
の
実
権
を
壟
断
す
る
こ
と
も
予
想
で
き
ぬ
こ
と
で
は
な
く
︑
か
や
う
な
例
に
つ
い
て

考
へ
れ
ば
︑
天﹅

皇﹅

の﹅

生﹅

前﹅

退﹅

位﹅

を
認
め
る
こ
と
は
︑
か
へ
っ
て
改
正
憲
法
第
四
条
第
一
項
後
段

(天
皇
は
⁝
⁝
国
政
に
関
す
る
権
威
を
有
し
な
い
)

の
趣
旨
を
骨
抜
き
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
﹂
こ
と
ま
で
理
由
に
あ
げ
て
い
る
︒

(10
)

昭
和
天
皇
の
退
位
問
題
は
︑
昭
和
二
十
七
年
五
月
三
日
︑
新
憲
法
施
行
五
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
︑
天
皇

(五
十
一
歳
)
み
ず
か
ら
﹁
こ
の

時
に
当
り
︑
身
寡
薄
な
れ
ど
も
︑
過
去
を
顧
み
︑
世
論
に
察
し
︑
沈
思
熟
慮
︑
敢
て
自
ら
を
励
ま
し
︑
負
荷
の
重
き
に
耐
ん
こ
と
を
期
し
﹂
と
述

べ
ら
れ
た
こ
と
で
︑
終
止
符
が
打
た
れ
た
︒

の
ち
同
四
十
二
年
四
月
五
日
︑
天
皇
陛
下
が
稲
田
周
一
侍
従
を
表
御
座
所
へ
お
召
し
に
な
り
﹁
占
領
期
の
退
位
問
題
に
つ
い
て
⁝
⁝
御
退
位
の

意
思
が
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
︑
退
位
に
よ
る
混
乱
の
発
生
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
︑
摂
政
候
補
者
の
宣の

ぶ

仁ひ
と

親
王

(高
松
宮
)
が

(戦
時
中
)
軍
人

で
あ
っ
た
こ
と
︑
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
退
位
し
な
い
で
ほ
し
い
と
の
極
秘
の
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
﹂
の
三
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る

(宮
内
庁

編
﹃
昭
和
天
皇
実
録
﹄
原
本
の
四
〇
巻
一
六
四
頁
︑
四
八
巻
二
六
頁
)︒
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第
三
節

〝
高
齢
譲
位
〟
に
必
要
な
法
的
措
置

と
は
い
え
︑
皇
室
典
範
に
規
定
の
な
い
﹁
退
位
﹂
の
法
的
可
能
性
が
︑
全
く
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
と
く
に
昭
和
三
十

年
一
月
︑
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
調
査
会
で
は
︑
同
三
十
九
年
ま
で
の
調
査
審
議
内
容
を
詳
細
な
﹁
報
告
書
﹂
に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る

(国
立
国
会
図
書
館
W
E
B
公
開
)︒

そ
れ
に
よ
れ
ば
︑﹁
退
位
の
制
度
﹂
は
︑﹁
1
︑
日
本
の
歴
史
に
も
退
位
の
先
例
が
あ
り
︑
ま
た
外
国
に
も
退
位
の
制
度
を
認
め
る
例
が
多

い
こ
と
﹂﹁
2
︑
天
皇
が
退
位
を
欲
す
る
場
合
に
は
⁝
⁝
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
に
従
い
︑
そ
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
﹂﹁
3
︑

天
皇
は
法
律
的
に
は
無
責
任

(無
答
責
)
で
あ
る
⁝
⁝
が
︑
道
徳
上
・
政
治
上
⁝
⁝
そ
の
責
任
を
と
り
大
義
名
分
を
明
ら
か
に
す
べ
き
必
要

の
あ
る
事
態
が
生
じ
な
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
﹂
を
論
拠
と
し
て
︑﹁
設
け
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
す
る
意
見
が
少
く
な
い(11
)

︒

ま
た
︑
か
っ
て
﹁
臨
時
法
制
審
議
会
﹂
で
皇
室
典
範
案
審
議
委
員
会
の
幹
事
を
務
め
た
宮
内
省

(の
ち
庁
)
の
高
尾
亮
一
氏
は
︑
昭
和
三

十
七
年
︑
憲
法
調
査
会
か
ら
頼
ま
れ
て
﹃
皇
室
典
範
の
制
定
経
過
﹄
を
纏
め
て
い
る

(国
立
公
文
書
館
W
E
B
公
開
)︑
そ
の
第
四
章
に

﹁
即
位
退
位
の
問
題
﹂
を
と
り
あ
げ
︑
次
の
ご
と
く
明
言
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

(注
4
e
一
五
頁
)︒

皇
室
典
範
は
︑
新
憲
法
下
に
お
い
て
は
一
箇
の
法
律
に
過
ぎ
な
い
︒
も
し
予﹅

測﹅

す﹅

べ﹅

か﹅

ら﹅

ざ﹅

る﹅

事﹅

由﹅

に
よ
っ
て
︑
退﹅

位﹅

が﹅

必﹅

要﹅

と﹅

さ﹅

れ﹅

る﹅

事﹅

態﹅

を
生
じ
た
な
ら
ば
︑
む
し
ろ
個
々
の
場
合
に
応
ず
る
単﹅

行﹅

特﹅

別﹅

法﹅

を﹅

制﹅

定﹅

し
て
︑
こ
れ
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
︒

こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
七
十
年
前
の
新
典
範
制
定
当
初
か
ら
︑
少
く
と
も
五
十
数
年
前
の
憲
法
調
査
会
で
︑
第
四
条
に
終
身
在
位
を
規
定
し
な

が
ら
︑
お
そ
ら
く
当
時
ま
だ
予
測
し
難
か
っ
た
事
由

(現
在
の
よ
う
な
超
高
齢
化
な
ど
)
に
よ
り
退
位
が
必
要
と
な
っ
た
な
ら
ば
︑
そ
の
都

度
﹁
単
行
特
別
法
﹂
で
対
応
す
れ
ば
よ
い
︑
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
︒

つ
い
で
昭
和
四
十
年
代
に
﹁
昭
和
﹂
が
﹁
明
治
﹂
を
越
す
こ
ろ
か
ら
︑
現
行
の
新
典
範
に
﹁
元
号
﹂
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
た
め
︑
新
し
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く
﹁
元
号
法
﹂
を
制
定
す
る
運
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(12
)

︒
そ
の
関
連
で
天
皇
の
代
替
り
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
り
︑
昭
和
四
十
六

年
三
月
十
日
︑
衆
議
院
の
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
高
辻
正
己
内
閣
法
制
局
長
官
が
︑﹁
退
位
制
度
を
採
用
す
る
に
は
︑
憲
法
改
正
を
必
要
と

せ
ず
︑
皇
室
典
範
の
第
四
条
を
改
正
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
︑
と
考
え
て
よ
い
か
﹂
と
の
質
問
に
対
し
て
︑﹁
こ
れ
は
簡
単
に
申
せ
ば
︑
仰
せ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
﹂
と
答
弁
し
て
い
る

(国
立
国
会
図
書
館
W
E
B
公
開
議
事
録
)︒

そ
の
後
︑
昭
和
六
十
四
年

(一
九
八
九
)
一
月
七
日
︑
三
ヶ
月
近
い
ご
闘
病
の
末
に
天
皇

(八
十
七
歳
八
ヶ
月
)
が
崩
御
さ
れ
︑﹁
皇
嗣

た
る
皇
太
子
﹂
(五
十
五
歳
)
が
﹁
直
ち
に
即
位
﹂
さ
れ
た
︒
そ
れ
以
来
二
十
八
年
︑
今
上
陛
下
は
﹁
象
徴
天
皇
と
し
て
の
務
め
﹂
を
﹁
全

身
全
霊
﹂
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

(注
3
②
﹁
お
言
葉
﹂
)︒
し
か
し
︑
段
々
と
御
齢
を
重
ね
ら
れ
る
う
ち
に
︑
平
成
十
五
年

(二
〇
〇
三
)
一

月
︑
六
十
九
歳
で
前
立
腺
の
全
摘
手
術
を
受
け
︑
ま
た
同
二
十
四
年
二
月
︑
七
十
八
歳
で
心
臓
冠
動
脈
の
バ
イ
パ
ス
手
術
ま
で
さ
れ
︑
す
で

に
急
速
な
﹁
体
力
の
低
下
﹂
を
自
覚
し
て
お
ら
れ
る
︒

そ
こ
で
︑
陛
下
満
七
十
五
歳
の
平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
︑
宮
内
庁
は
﹁
御
公
務
及
び
宮
中
祭
祀
の
進
め
方
﹂
を
見
直
し
﹁
御
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
﹂
方
針
を
進
め
よ
う
と
し
て
き
た
︒
し
か
し
︑
陛
下
ご
自
身
は
︑
従
来
行
っ
て
き
た
務
め
を
削
減
し
て
今
後
止
め
る

(な

い
し
他
の
皇
族
に
分
担
さ
せ
る
)
こ
と
に
す
れ
ば
﹁
不
公
平
に
な
る
﹂
か
ら
︑
健
康
な
限
り
﹁
自
ら
続
け
る
﹂
こ
と
が
象
徴
天
皇
の
役
割
で

あ
る
︑
と
い
う
ご
信
念

(使
命
感
・
責
任
感
)
が
強
く
︑
最
小
限
の
軽
減
し
か
認
め
て
お
ら
れ
な
い

(宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
同
年
十
二

月
﹁
天
皇
陛
下
お
誕
生
日
記
者
会
見
の
お
こ
と
ば
﹂
)︒

つ
い
で
︑
翌
二
十
二
年
の
七
月
二
十
二
日
︑
皇
居
の
吹
上
御
所
で
開
か
れ
た
﹁
参
与
会
議
﹂
(参
与
三
名
と
宮
内
庁
長
官
・
侍
従
長
)
に

お
い
て
︑
陛
下
み
ず
か
ら
﹁
私
は
譲
位
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
﹂
と
切
り
出
さ
れ
た
︒
そ
れ
を
承
っ
て
︑
皇
后
陛
下
も
参
加
者
全
員
も
反

対
し
た
が
︑﹁
天
皇
と
い
う
存
在
は
︑
摂
政
に
よ
っ
て
代
行
で
き
る
も
の
で
は
な
い
︒
皇
太
子
に
譲
位
し
︑
天
皇
と
し
て
の
全
権
と
責
任
を

譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
主
張
し
続
け
ら
れ
た
︒
そ
の
う
ち
に
︑﹁
皇
后
も
︑
天
皇
の
固
い
意
思
を
確
認
さ
れ
︑
や
が
て
退
位
を
支
持
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す
る
﹂
に
至
ら
れ
た
と
い
う(13
)

︒

さ
ら
に
︑
翌
二
十
三
年
の
二
月
︑
心
臓
の
冠
動
脈
に
異
常
が
発
見
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
︑
皇
后
陛
下
の
ご
提
案
に
よ
り
皇
太
子
殿
下
と
秋
篠

宮
殿
下
に
宮
内
庁
長
官
も
交
え
︑
内
々
に
会
合
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た(14
)

︒
そ
の
結
果
︑
象
徴
天
皇
と
し
て
の
﹁
お
務
め
﹂
を
自
ら
行
う
こ
と
が

難
し
く
な
れ
ば
︑
そ
れ
を
削
減
し
た
り
代
行
さ
せ
た
り
し
て
﹁
天
皇
﹂
と
い
う
地
位
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
︑
そ
の
地
位
を
次
の
﹁
皇
嗣
﹂

(皇
太
子
)
に
譲
り
︑
新
天
皇
が
﹁
国
民
統
合
の
象
徴
﹂
た
る
役
割
を
存
分
に
果
せ
る
よ
う
︑
自
ら
皇
位
を
退
く
道

(い
わ
ゆ
る
生
前
退
位
)

を
と
り
た
い
と
強
く
仰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
︑
皇
太
子
も
秋
篠
宮
も
同
意
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
配
慮
し
て
慎
重
を
期
し
︑

よ
う
や
く
六
年
後
の
今
夏
︑
こ
れ
を
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

こ
こ
に
至
っ
て
︑
陛
下
は
現
在
お
元
気
で
も
︑
数
年
先
を
見
通
さ
れ
︑
高
齢
を
理
由
に
皇
嗣
へ
譲
位
す
る
﹁
ご
意
思
﹂
を
固
め
て
お
ら
れ

る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
︒
従
っ
て
︑
国
民
に
よ
り
選
ば
れ
た
国
会
の
議
員
も
︑
国
会
で
指
名
さ
れ
て
天
皇
か
ら
任
命
さ
れ
た
首
相
の
率
い

る
内
閣
も
︑
こ
れ
を
軽
視
し
た
り
無
視
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒

そ
こ
で
︑
そ
の
実
現
に
必
要
な
法
的
措
置
を
考
え
て
み
る
と
︑
す
で
に
当
初
か
ら
宮
内
庁
の
高
尾
亮
一
氏
が
提
示
し
て
い
た
ご
と
く
︑

﹁
単
行
特
別
法
を
制
定
し
て
︑
こ
れ
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
﹂
の
か
も
し
れ
な
い
︒
し
か
し
本
筋
は
︑
典
範
の
第
四
条
を
改
正
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
︑
私
の
試
案
を
先
に
示
せ
ば
︑
次
の
文
言

(傍
線
部
分
)
を
付
け
加
え
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
︒

天
皇
が
崩
じ
た
と
き
︑
又
は
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
退
い
た
と
き
は
︑
皇
嗣
が
直
ち
に
即
位
す
る
︒

こ
の
試
案
は
︑
従
来
の
〝
終
身
在
位
〟
を
原
則
と
し
て
残
す
と
共
に
︑
そ
れ
の
み
に
限
定
せ
ず
〝
生
前
退
位
〟
も
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

る
︒
そ
の
際
﹁
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
﹂
を
要
件
と
し
た
の
は
︑
今
回
の
よ
う
に
天
皇
の
御
意
思
が
明
確
で
あ
り
︑
大
多
数
の
国
民
に
理
解

さ
れ
た
場
合
な
ら
不
要
か
も
し
れ
な
い
が
︑
長
期
的
に
み
て
︑
ご
本
人
の
恣
意
的
な
退
位
の
申
し
出
と
か
︑
他
者
に
よ
る
退
位
の
強
制
な
ど

も
絶
対
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
︑
そ
れ
を
公
正
な
機
関
で
厳
密
に
審
査
し
判
断
す
る
手
続
き
を
明
文
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
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わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒

そ
の
審
査
は
︑
内
閣
か
国
会
に

(皇
室
問
題
)
審
査
委
員
会
を
特
設
し
て
行
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
よ
り
遥
か

に
適
切
な
常
設
の
機
関
と
し
て
現
存
す
る
の
が
﹁
皇
室
会
議
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
現
行
典
範
の
第
五
章
に
よ
れ
ば
︑
皇
室
会
議
の
議
員
は

﹁
皇
族
二
人
︑
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
︑
内
閣
総
理
大
臣
︑
宮
内
庁
の
長
官
︑
並
び
に
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
及

び
そ
の
他
の
裁
判
官
一
人
﹂
の
合
計
十
人
で
組
織
さ
れ

(第
二
八
条
)︑
し
か
も
内
閣
総
理
大
臣
が
議
長
と
な
り
︑
そ
の
会
議
は
議
長
が
召

集
す
る

(第
二
九
・
三
三
条
)︒

つ
ま
り
︑
こ
こ
で
は
︑
天
皇
と
皇
族
た
ち
の
御
意
思
を
承
り
う
る
皇
族
の
代
表
二
名

(互
選
︑
現
在
は
秋
篠
宮
殿
下
と
常
陸
宮
妃
殿
下
)

と
︑﹁
国
民
の
気
持
が
ほ
ぼ
十
分
に
表
わ
れ
る
﹂
(金
森
大
臣
の
答
弁
)
と
み
な
さ
れ
る
三
権
の
代
表
八
名
が
会
合
し
て
︑
天
皇
の
行
為
に

﹁
助
言
と
承
認
﹂
を
す
る
内
閣
の
総
理
大
臣
が
議
長
と
な
り
冷
静
に
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
皇
室
会
議
は
︑﹁
こ
の
法
律
及
び
他
の

法
律
に
基
く
権
限
の
み
を
行
う
﹂
(第
三
七
条
)
と
定
め
ら
れ
て
い
る
︒

そ
の
権
限
の
一
つ
と
し
て
︑﹁
皇
嗣
に
︑
精
神
若も

し
く
は
身
体
の
重
患
が
あ
り
︑
又
は
重
大
な
事
故
が
あ
る
と
き
は
︑
皇﹅

室﹅

会﹅

議﹅

の﹅

議﹅

に﹅

よ﹅

り﹅

⁝
⁝
皇
位
継
承
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
(第
三
条
)
と
あ
る
︒
従
っ
て
︑﹁
皇
位
継
承
の
順
序
﹂
に
直
結
す
る
﹁
天
皇
の
退

位
﹂
も
﹁
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
﹂
検
討
す
る
こ
と
は
︑
可
能
で
あ
り
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
も
し
今
回
は
﹁
特
別
法
﹂
で
対
処

す
る
と
な
れ
ば
︑
そ
の
法
律
に
﹁
皇
室
会
議
の
議
を
経
て
﹂
と
書
き
込
む
よ
う
な
こ
と
も
一
案
か
と
思
わ
れ
る
︒

注
(11
)

憲
法
学
者
の
中
に
も
︑
肯
定
的
な
見
解
が
少
く
な
い
︒
た
と
え
ば
︑
清
宮
四
郎
氏

(東
北
大
学
名
誉
教
授
)
は
退
位
制
度
の
賛
成
論
と
反
対
論

を
要
約
し
て
︑
自
身
は
﹁
退
位
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
こ
と
は
予
想
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
⁝
⁝
退
位
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
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ほ
う
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
﹂
(法
律
学
全
集
﹃
憲
法
Ⅰ
﹄
三
版
一
六
三
頁
︒
昭
和
五
十
四
年
六
月
︑
有
斐
閣
)
と
い
う
︒
ま
た
神
道
学
者
の

葦
津
珍
彦
氏
は
︑﹁
天
皇
が
⁝
⁝
国
家
国
民
の
た
め
に
︑
日
本
国
の
道
が
決
定
的
に
誤
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
時
に
は
︑
そ
の
公
的
御
意
思
に
よ
っ

て
︑
退
位
を
表
明
な
さ
る
〝
権
限
〟
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
﹂
(注
4
f
三
三
頁
)
と
述
べ
て
い
る
︒

(12
)

元
号
法
制
化
に
関
す
る
論
議
は
十
年
近
く
続
き
︑
昭
和
五
十
四
年

(一
九
七
九
)
七
月
﹁
元
号
法
﹂
が
成
立
し
﹁
元
号
は
︑
皇
位
の
継
承
が

あ
っ
た
場
合
に
限
り
︑
改
め
る
﹂
と
定
め
ら
れ
た
︒
拙
著
﹃
日
本
の
年
号

︱
︱
ゆ
れ
動
く
元
号
問
題
︱
︱
﹄
(昭
和
五
十
二
年
二
月
︑
雄
山
閣
出

版
)︑
同
﹃
年
号
の
歴
史

︱
︱
元
号
制
度
の
史
的
研
究
︱
︱
﹄
(昭
和
六
十
三
年
三
月
︑
同
上
︑
翌
平
成
元
年
四
月
︑
増
補
版
)
参
照
︒

(13
)

『文
藝
春
秋
﹄
平
成
二
十
八
年
十
月
号
所
載
﹁
総
力
特
集

天
皇
生
前
退
位
の
攻
防
／
皇
后
は
退
位
に

(当
初
)
反
対
し
た
﹂
九
四
～
九
七
頁
︒

(14
)

｢お
言
葉
﹂
公
表
直
後
の
宮
内
庁
記
者
会
見
で
︑
風
岡
典
之
長
官
は
︑
こ
の
会
談
が
五
年
前
か
ら
皇
后
陛
下
の
提
案
で
始
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
︒
ま
た
羽
毛
田
信
吾
前
長
官
も
︑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
︑
四
年
前

(平
成
二
十
四
年
)
に
退
官
し
た
同
氏
の
在
任
中
︑
そ
の
前
年

か
ら
長
官
を
交
え
た
会
合
を
行
っ
て
き
た
と
認
め
て
い
る

(﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄
八
月
十
日
朝
刊
な
ど
)︒

第
四
節

皇
室
典
範
の
段
階
的
改
正
案

以
上
︑
七
十
年
前
に
作
成
さ
れ
た
現
行
の
新
皇
室
典
範
は
︑
皇
嗣
の
即
位
を
﹁
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
﹂
に
限
っ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

象
徴
天
皇
の
地
位
に
あ
る
今
上
陛
下
ご
自
身
か
ら
︑
高
齢
を
理
由
に
退
位

(高
齢
譲
位
)
の
ご
意
思
を
示
さ
れ
た
現
在
︑
そ
れ
を
実
現
す
る

に
は
︑
少
な
く
と
も
一
代
限
り
の
特
別
法
で
対
応
す
る
か
︑
で
き
れ
ば
皇
室
典
範
の
第
四
条
を
改
正
し
て
制
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
︒
し
か

も
︑
皇
位
継
承
の
行
末
を
安
定
化
す
る
に
は
︑
そ
れ
に
引
き
続
き
︑
何
箇
所
も
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

ま
ず
第
四
条
の
﹁
皇
嗣
﹂
は
︑
現
在
今
上
陛
下
の
皇
子

(長
男
)
で
あ
る
皇
太
子
徳な

る

仁ひ
と

親
王
の
み
で
あ
る
か
ら
︑
そ
の
皇
太
子
が
皇
位
に

即
か
れ
る
と
︑
次
の
皇
太
子
が
不
在
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
︒
な
ぜ
な
ら
︑
典
範
の
第
八
条
に
﹁
皇
嗣
た
る
皇
子
を
皇
太
子
と
い
う
︒
皇
太

子
の
な
い
と
き
は
︑
皇
嗣
た
る
皇
孫
を
皇
太
孫
と
い
う
﹂
と
定
め
る
に
す
ぎ
な
い
︒
従
っ
て
︑
新
天
皇
の
弟
で
あ
る
秋
篠
宮
文ふ

み

仁ひ
と

親
王
は
︑
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皇
位
継
承
資
格
が
第
一
位
と
な
っ
て
も
﹁
皇
嗣
﹂
で
は
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
も
し
継
承
資
格
を
﹁
男
系
の
男
子
﹂
に
限
り
続
け
る
の
で
あ
れ

ば
︑
第
八
条
の
二
項
に
﹁
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
の
な
い
と
き
は
︑
皇
嗣
た
る
皇
弟
を
皇
太
弟
と
い
う
﹂
と
い
う
よ
う
な
一
文
を
付
け
加
え
る

か
﹁
皇
位
継
承
の
順
序
が
一
位
の
皇
族
を
︑
皇
嗣
と
し
︑
皇
太
子
と
称
す
る
﹂
と
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
︒

た
だ
︑
よ
り
具
体
的
な
こ
と
を
想
定
し
て
み
る
と
︑
今
上
陛
下
は
︑﹁
平
成
三
十
年
ま
で
は
頑
張
ろ
う
⁝
⁝
と
い
う
お
気
持
ち
を
伝
え
て
﹂

お
ら
れ
る
由

(注
13
九
八
頁
)
で
あ
る
か
ら
︑
そ
の
〝
高
齢
退
位
〟
が
仮
に
三
年
後
の
平
成
三
十
一
年

(二
〇
一
九
)
早
々
に
八
十
五
歳
で

実
現
す
る
場
合
︑
現
在
五
十
六
歳
の
皇
太
子
殿
下
は
︑
五
十
九
歳
で
皇
位
を
継
承
さ
れ
る
︒
そ
し
て
仮
に
二
十
一
年
後

(八
十
歳
)
か
三
十

一
年
後

(九
十
歳
)
に
退
位

(譲
位
)
さ
れ
る
場
合
︑
三
年
後
に
五
十
四
歳
の
秋
篠
宮
殿
下
は
︑
七
十
五
歳
か
八
十
五
歳
で
皇
位
を
継
承
さ

れ
︑
ま
た
三
年
後
に
十
三
歳
の
悠
仁
親
王
が
三
十
四
才
か
四
十
四
歳
で
よ
う
や
く
皇
太
子
と
確
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
︒
し
か
し
︑
そ
の
こ

ろ
ま
で
に
結
婚
さ
れ
る
と
し
て
も
︑
万
一
男
子
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
︑
継
承
資
格
の
あ
る
﹁
男
系
の
男
子
﹂
は
不
在
と
な
り
︑
皇
統
は
一
二

八
代
で
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
︒

そ
こ
で
︑
こ
の
不
自
然
・
不
安
定
な
危
機
を
克
服
す
る
に
は
︑
典
範
の
厳
し
す
ぎ
る
制
約
を
緩
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の
一
つ
は
︑

典
範
の
第
九
条
に
﹁
天
皇
及
び
皇
族
は
︑
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
あ
る
の
を
︑﹁
天
皇
及
び
皇
族
は
︑
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
︑

養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
で
も
改
め
る
︒
そ
う
す
れ
ば
︑
仮
の
一
案
と
し
て
︑
現
皇
太
子=

新
天
皇
が
実
弟
の
男
子

(新
天
皇
の

甥
)
を
名
目
的
な
養
子
に
迎
え
て
﹁
皇
太
子
﹂
と
す
る
よ
う
な
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い(15
)

︒

も
う
一
つ
は
︑
典
範
の
第
十
二
条
に
﹁
皇
族
女
子
は
︑
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
者

(一
般
男
子
)
と
婚
姻
し
た
と
き
は
︑
皇
族
の
身
分
を

離
れ
る
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
れ
を
﹁
皇
族
女
子
は
⁝
⁝
婚
姻
す
る
と
き
︑
皇
室
会
議
の
議
を
経
て
︑
皇
族
の
身
分
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
で
も
改
め
る
︒
そ
の
上
で
︑
た
と
え
ば
宮
家
は
女
子
も
継
承
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
︑
秋
篠
宮
の
長
女
真ま

子こ

内
親
王

(二
十
五
歳
)︑
お

よ
び
三
笠
宮
の
長
孫
彬あ

き

子こ

女
王

(三
十
五
歳
)
や
高
円
宮
の
長
女
承つ
ぐ

子こ

女
王

(三
十
歳
)
は
︑
一
般
男
子
と
結
婚
し
て
も
当
家
を
継
ぎ
う
る
︒

皇室典範の草案審議と改正試案
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ま
た
︑
そ
れ
以
外
の
方
も
︑
結
婚
し
て
新
た
に
宮
家
を
創
る
か
︑
あ
る
い
は
継
嗣
の
な
い
常
陸
宮
家
や
断
絶
し
た
高
松
宮
家
な
ど
を
継
ぐ
こ

と
も
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
よ
う
︒

さ
ら
に
︑
い
ま
一
つ
は
︑
典
範
の
第
一
条
で
﹁
皇
位
は
︑
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
︑
こ
れ
を
継
承
す
る
﹂
と
限
定
し
て
い
る
が
︑

こ
の
﹁
男
系
の
男
子
﹂
を
﹁
男
系
の
皇
族
﹂
と
改
め
る
こ
と
に
よ
り
皇
族
男
子

(親
王
・
王
)
だ
け
で
な
く
皇
族
女
子

(内
親
王
・
女
王
)

に
も
継
承
資
格
を
認
め
る
︒
そ
う
す
れ
ば
︑
現
皇
太
子
の
長
女
敬

と
し
の

宮み
や

愛あ
い

子こ

内
親
王

(十
五
歳
)
が
皇
女
と
し
て
皇
太
子
と
な
り
皇
位
に
即

く
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
︒
た
だ
し
︑
現
行
典
範
の
も
と
で
誕
生
さ
れ
た
﹁
男
系
の
男
子
﹂
を
優
先
す
る
こ
と
が
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
︑

悠ひ
さ

仁ひ
と

親
王

(十
歳
)
が
皇
太
子
と
な
り
皇
位
に
即
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
︒
そ
の
場
合
で
も
︑
そ
の
先
に
必
ず
男
子
が
え
ら
れ
る
と
は
限
ら

な
い
の
で
あ
る
か
ら
︑
女
子
に
も
可
能
性
を
開
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
万
々
一
ま
っ
た
く
御
子
に
恵
ま
れ
な
い
場
合
も
想
定
す
る
な

ら
ば
︑
他
の
宮
家
か
ら
名
目
的
な
養
子
を
迎
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る(16
)

︒

こ
の
よ
う
に
現
行
憲
法
上
の
象
徴
天
皇
制
度
を
﹁
世
襲
﹂
に
よ
り
維
持
し
て
い
く
に
は
︑
七
十
年
前
と
著
し
く
異
な
る
超
高
齢
化
社
会
の

現
状
お
よ
び
将
来
に
対
応
し
難
い
現
行
典
範
の
条
文
を
︑
抜
本
的
に
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
と
は
い
え
︑
そ
れ
を
一
挙
に
変
更
す
る

こ
と
は
難
し
く
︑
ま
た
慮
外
の
混
乱
も
生
じ
か
ね
な
い
か
ら
︑
む
し
ろ
必
要
に
応
じ
て
段
階
的
に
改
正
の
検
討
を
重
ね
な
が
ら
実
現
し
て
い

く
方
が
賢
明
で
あ
ろ
う
︒

あ
え
て
三
段
階
に
分
け
る
な
ら
ば
︑
ま
ず
一
両
年
内
に
第
四
条
と
第
八
条
︑
つ
い
で
数
年
以
内
に
第
九
条
と
第
十
二
条
︑
さ
ら
に
十
数
年

内
に
第
一
条
と
第
二
条
︑
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
︒

(平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日
稿
︑
九
月
三
十
日
補
訂
)
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注
(15
)

こ
こ
に
名
目
的
な
養
子
と
は
︑
明
治
以
前
に
皇
室
で
も
多
く
み
ら
れ
た
相
続
の
た
め
の
養
子
で
﹁
A
子
﹂
と
も
い
う
︒
た
と
え
ば
︑
中
世
近
世

の
い
わ
ゆ
る
世
襲
親
王
家
は
︑
代
々
天
皇
の
A
子

(養
子
)
と
な
る
こ
と
で
﹁
親
王
宣
下
﹂
を
受
け
た
か
ら
宮
家
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

そ
の
一
つ
閑
院
宮
家
は
︑
東
山
天
皇
の
皇
子
直な

お

仁ひ
と

親
王
の
時

(宝
永
七
年
)
創
立
さ
れ
た
が
︑
二
代
典す
け

仁ひ
と

親
王
の
第
六
子
兼と
も

仁ひ
と

親
王
は
︑
再
従

兄
弟
に
あ
た
る
桃
園
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
後
桃
園
天
皇
が
安
永
八
年

(一
七
七
九
)
早
逝
さ
れ
た
際
︑
急
に
そ
の
﹁
養
子
﹂
と
さ
れ
た
う
え
で
︑

皇
位
を
継
承
し
て
光
格
天
皇
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

ち
な
み
に
︑
桂
宮
家
で
は
︑
何
代
も
養
子
を
迎
え
て
い
る
︒
た
と
え
ば
︑
第
九
代
は
光
格
天
皇
の
皇
子
盛た

け

仁ひ
と

親
王
が
継
ぎ
︑
第
十
代
は
仁
孝
天

皇
の
皇
子
節み

さ

仁ひ
と

親
王
が
継
い
だ
︒
し
か
し
︑
次
々
早
逝
さ
れ
た
の
で
︑
第
十
一
代
は
仁
孝
天
皇
の
皇
女
淑す
み

子こ

内
親
王
が
文
久
二
年

(一
八
六
二
)

に
相
続
さ
れ
て
い
る
︒
内
親
王
が
宮
家
の
当
主
と
な
っ
た
最
初
の
実
例
で
あ
る
が
︑
明
治
以
降
は
天
皇
に
倣
っ
て
宮
家
で
も
女
子
の
継
承
を
認
め

な
く
な
っ
た
︒
た
だ
し
︑
明
文
上
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
︒
明
治
の
民
法
で
も
九
七
〇
条
に
﹁
女
戸
主
﹂
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
︑

全
く
不
可
能
で
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
︒
詳
し
く
は
拙
著
﹃
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
﹄
(注
2
)
お
よ
び
︑
拙
稿
﹁
女
性
宮
家
の
先
例
と
女
系
宮
家

の
在
り
方
﹂
(﹃
日
本
の
宮
家
と
女
性
宮
家
﹄
所
収
︑
平
成
二
十
四
年
十
一
月
︑
新
人
物
統
来
社
)
参
照
︒

(16
)

古
来
の
男
系
男
子
に
よ
る
継
承
を
絶
対
視
し
て
︑
側
室
庶
子
を
否
定
し
な
が
ら
女
性
天
皇
に
も
女
性
宮
家
に
も
反
対
す
る
論
者
は
︑
皇
族
女
子

の
結
婚
相
手
に
旧
皇
族
の
子
孫
を
︑
い
わ
ゆ
る
婿
養
子

(入
夫
)
と
し
て
当
主
に
す
れ
ば
︑
男
系
男
子
原
理
を
貫
徹
で
き
る
と
い
う
︒

し
か
し
︑
昭
和
二
十
二
年
十
月
︑
皇
籍
離
脱

(臣
籍
降
下
)
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
十
一
宮
家
の
う
ち
︑
六
家
に
男
子
の
継
嗣
が
な
く
︑
す
で
に

梨
本
宮
・
山
梨
宮
・
閑
院
宮
・
朝
香
宮
の
四
家
が
廃
絶
し
て
い
る
︒
ま
た
男
子
孫
の
い
る
他
の
五
家
の
う
ち
︑
現
皇
室
に
最
も
近
い
久
邇
宮
家
の

当
主
邦く

に

昭あ
き

氏

(今
上
陛
下
の
従
兄
︑
昭
和
四
年
生
れ
︑
伊
勢
神
宮
大
宮
司
・
神
社
本
庁
統
理
・
霞
会
館
理
事
長
な
ど
歴
任
︑
八
十
七
歳
)
で
さ
え
︑

﹁
近
頃
︑
旧
皇
族
を
ま
た
皇
籍
に
戻
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
よ
う
だ
が
︑
私
は
⁝
⁝
﹁
何
を
今
さ
ら
﹂
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
本
心

だ
﹂
と
﹁
拒
否
反
応
﹂
を
示
さ
れ
て
い
る

(同
氏
﹃
少
年
皇
族
と
戦
争
﹄
三
四
一
頁
︑
平
成
二
十
七
年
七
月
︑
P
H
P
研
究
所
)︒

た
だ
︑
万
々
一
を
想
定
し
て
窮
余
の
一
策
を
考
え
る
場
合
︑
明
治
天
皇
の
四
内
親
王
が
降
嫁
さ
れ
た
四
家

(竹
田
・
北
白
川
・
朝
香
・
東
久
邇
の
各

家
)
や
香
淳
皇
后
の
出
ら
れ
た
久
邇
家
は
︑
男
女
を
問
わ
ず
現
皇
室
と
血
縁
が
近
い
︑
従
っ
て
︑
そ
の
子
孫
で
皇
族
に
な
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
︑

と
皇
室
会
議
で
認
め
ら
れ
る
人
物

(男
女
を
問
わ
な
い
)
が
い
れ
ば
︑
そ
う
い
う
方
を
皇
族
と
す
る
道
も
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
︒
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〈追
記
﹀本

稿
は
︑
初
稿
段
階
で
本
学
の
須
賀
教
授
に
御
訂
正
を
請
い
︑
若
干
の
御
示
教
を
賜
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
︒

な
お
︑
私
は
十
一
月
七
日
︑
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
﹁
天
皇
の
公
務
の
負
担
軽
減
等
に
関
す
る
有
職
者
会
議
﹂
の
第
一
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
を
求

め
ら
れ
︑﹁
象
徴
天
皇
'
高
齢
譲
位
(
の
必
要
性
を
法
整
備
﹂
に
つ
い
て
管
見
を
口
述
し
た
︒
そ
の
議
事
録
が
当
日
配
布
の
レ
ジ
ュ
メ
と
図
表
二
枚
も
含

め
て
︑
官
邸
W
E
B
に
公
開
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
七
月
の
報
道
と
八
月
の
﹁
お
言
葉
﹂
を
全
文
引
用
し
︑
日
本
国
憲
法
の
第
一
章
と
皇
室
典
範
の
全

体
に
つ
い
て
︑
可
能
な
限
り
平
易
な
解
説
を
試
み
た
小
著
が
︑﹃
象
徴
天
皇
'
高
齢
譲
位
(
の
解
明
﹄
(ベ
ス
ト
新
書
)
と
し
て
︑
新
年
早
々
に
出
版
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
︒

(平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
記
)

42(409)


